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 福島県教育委員会の調査で、昨年度の県内小・中

学生の１か月間の読書量が過去最多だったことが

わかりました。小学生は平均１２．４冊、中学生は

２．９冊。また、１冊も読まない「不読」の子が減

ったこともわかりました。 

 様々な制約がある中で、読み聞かせボランティア

や図書支援員のみなさん、そして先生方が、工夫し

て本の楽しさを伝え続けてくださった成果だと思

います。 

 

 
     

 厚労省の「第８回２１世紀出生児縦断調査結果概

況」では、「親がよく本を読む家の子供は、本をたく

さん読む傾向にある」ことも明らかになっていま

す。ステイホームの中で、親子で本を読む時間が生

まれたのかもしれません。 

 

        

 イギリスでは「読書は、 

コーヒーブレイクや散歩、 

ゲームなどよりもストレス 

を軽減する効果が高く、長 

生きにつながるという研究 

結果が出されています。 

  

ご家庭にはどんな本棚がありますか？ 

本の置き場所は、家族別々でしょうか？ 

 

親子で、そしておじいちゃんおばあちゃんとも共

有するような素敵な本棚をつくって、今後もしばら

く続きそうなおうち時間を、家族みんなで読書を楽

しんでみてはいかがですか？ 
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 １か月に平均１２．４冊📖 


